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３日に、當真組（當真嗣特社長）、仲技建（仲田清徳社長）、宮城工務店（宮城勝広社長）盛建設（當眞嗣盛社長）丸真

産業（當眞嗣也社長）のご厚意で、機材や多数の社員を導入していただき、一日がかりの運動場整備が行われた。こ

れまで雨降りの翌日は、水たまりができて走れなかった、今回は、多少の水たまりがあっても、しっかり走れた。「きれ

いになっている！とても走りやすい！走って楽しい！」等、歓声をあげて、スロージョギングする子ども達。「５周走った

よ」という子もいた。本当にありがとうございました。※今年は、１０月に図書館協議会の県大会が松田小で行われるた

め、運動会は、６月２９日に予定している。応援よろしく！ 
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保健・給食委員会の発表「むし歯」 

全体朝会出、５６年のメンバーとと安李先生、篤

人先生が、松田小の状況やむし歯ができるわけ・

予防する方法などを発表した。毎日の歯磨きで

予防しよう。むし歯になったらひどくならないうち

に治療しよう！（５月現在のむしば保有者、５９

名）と訴えた。その後虫歯なしと治療済みの４８名

が表彰された。歯は一生の宝。乳歯のむし歯もそ

の後生えてくる永久歯に影響を与えるとのこと。

しっかり治療しよう 

 

 
むし歯なし１８名、治療済み２８名を表彰 

松田小学校創立記念お話会「ようこそ先輩」宮城氏 

本校出身で、新川クリニック院長の宮城政剛氏が、歩んできた道（松田小→宜野

座中→興南高校→琉球大学医学部→琉大付属病院→県立中部病院→開業）で学

んだことや医者をめざした理由語って下さった。医者は、患者の命を守るため、毎

日が勉強。診察後も研修や会議が夜遅くまであるので、毎朝４時には起きて、一時

間の勉強と一時間の運動をかかさないという。山登りをする時、人は足元を見て、

一歩一歩踏み出す。そのように、道しるべである先生方や周りの大人のいうことを

しっかり聞くこと。例えば、「先生の目を見て勉強する」、「家の手伝いをする」「友だ

ちとおしゃべりしたり外遊びをしたりする。」といった当たり前のことを毎日続けるこ

とが大事。中学校の時、先生から「頭はよくなくても、努力するという才能はある。毎

日続けることが大事」と言われた。高校に行き、学力の差に愕然とし必死で勉強し

た。勉強は、毎日続けると力になる。大学になって勉強と運動を両立。ボート競技

で国体にも出場。夢は、小学校では先生や警察官だった。高校に行って、医者をめ

ざすようになった。子ども達の集中力が切れると、甥の侑雅さんと背負い投げなど

の柔道の技を披露。将太さんとは、琉球空手や中国拳法、合気道の技を披露。習

いたいという子ども達には基本の技を指導して下さった。 

 


